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光ファイバを用いた光通信の広範囲な実用化とともに,数多くの応用研究が盛んになってき










誘導ラマン散乱 (stimulated Raman Scatering‥SRS)は,強い単色光を物質にあて
て散乱させるとき散乱された光の中にその物質の光フォノンと相互作用することにより,固有
な量だけ波長がずれたコヒーレントな光 (ス トー クス光 )が混ってでてくる現象である(1)"(4)0
波長 1pm帯において, 1つのモー ドだけが伝播するシリカ系ファイバのコア径は,-10/上m
程度であり, 1Wの入力に対してパワー密度は1MW/cm2以上とたるため容易にSRSが観測
される (5)-(8)｡ス トー クスシフト量は-440cm~1あたりに強い ピー クを持ち,シリカ系ファイ
バのラマン利得係数は波長 1JLmにおいて約 1●×10~11cm/Wである｡コア部に用いる ドー パン




sRSを用いた1つの例としてモー ド同期 レー ザがある(13)-(15)｡即ち,励起光として強制モ
ー ド同期のYAG レー ザのパルス列を光ファイバ共振器に入射する｡ラマン利得が共振器の損
失より充分大きければ,ス トー クスパルスが立ち上がり定常的に安定なパルスが発生する｡こ























































ソリトンは周期が f-言 で変化するのでその周期 Z挿 ,
2 2
7CC.T
Z0 -0･322万 二 TT
(4)
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